
平成26年4月1日現在（対前月比）
■人口　201,552人（-309）　男　100,394人（-163）　女　101,158人（-146）　■世帯　82,807人（+87）

「市報くまがや」は、再生紙を使用しています。
「市報くまがや」5月号は、72,400 部作成し、広告料収入を差し引いた印刷・製本にかかる市の負担は、1部当たり 15円です。

人口と世帯

「
市
報
く
ま
が
や
」は
、毎
月
1
日（
原
則
）に
発
行
し
、自
治
会
を
通
し
て
お
届
け
し
ま
す
。ま
た
、市
役
所
・

行
政
セ
ン
タ
ー
・
出
張
所
・
公
民
館
・
駅
連
絡
所
な
ど
で
も
お
配
り
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

も「
市
報
く
ま
が
や
」を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。（U

R
L
) h
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w
w
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m
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　市指定有形文化財の「波乗弁財天像」は、荒川に架かる押

切橋南側の押切地区に所在する石仏です。この押切という地

名は、川の水が土手を押し切ったことから名付けられ、この地

区が度々洪水に見舞われたことを物語っています。また、周辺

には荒川から取水した御正用水が流れ、荒川南岸の農業など

に利用されています。弁財天は、インダス川支流の五つの川が

流れる肥沃な農耕地帯の河神として尊ばれた女神を発祥と

し、農業神や音楽の神などに転じながら、七福神の一つに加え

られています。日本においては、古くから水運の安全や水害防

除を祈願して水辺や川の付近に弁財天像が祀られてきました。

 「波乗弁財天像」の造立年は、銘文から享保12年（1727

年）ということが分かっています。波頭に出現する弁財天の

様子が、荒れる川の波に乗っているように見えることからこ

の名称が付けられています。石造りの弁財

天像は類例が少なく、貴重な歴史資料であ

ると言えます。この波乗弁財天像は半浮彫

りと呼ばれる技法により彫られ、穏やかな

笑みを浮かべているように見えます。この

像は手が八本ある八臂像と呼ばれ、左手第

一手から宝珠、輪宝、弓、財宝を表す蔵の

鉤、右手第一手から宝剣、三叉戟と呼ばれ

る先端が三つに分かれた矛、宝棒、縄を持っています。ま

た、頭上には鳥居や蛇神が刻まれ、その上に日輪、月輪が

配されています。太陽や月の持つ恩恵により、村人の五穀

豊穣の願いが込められているものと考えられます。

◆江南文化財センター　3048-536-5062

ひら　  やま　　 け　  じゅう　たく

波乗弁財天像
波の上に乗る石仏の姿

なみ　　  のり　　 べん　    ざい　     てん 　　ぞう

押切1076

バレエ団の舞台で踊る渡邊さん

情
熱
世
代

情
熱
世
代　

4
歳
か
ら
バ
レ
エ
を
始
め
ま

し
た
。
最
初
は
、
私
の
体
の
硬

さ
を
治
そ
う
と
、
少
し
無
理
矢

理
で
し
た
が
、
母
に
連
れ
ら
れ

市
内
の
バ
レ
エ
教
室
に
入
り
ま

し
た
。
練
習
で
は
ス
ト
レ
ッ
チ

な
ど
大
変
で
し
た
が
、
気
づ
い

た
ら
本
当
に
楽
し
く
て
、
バ
レ

エ
の
魅
力
に
の
め
り
込
ん
で
い

き
ま
し
た
。
初
め
て
の
発
表
会

で
も
緊
張
せ
ず
に
踊
る
こ
と
が

で
き
、
そ
の
頃
か
ら
将
来
は
プ

ロ
に
な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
今
は
、
寮
生
活
を
し
な
が
ら

所
属
し
て
い
る
バ
レ
エ
教
室
で

練
習
を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

毎
年
出
場
し
て
い
る
埼
玉
全
国

舞

踊

コ

ン

ク

ー

ル

で

は
、

2
0
0
9
年
か
ら
毎
年
入
賞
し
、

2
0
1
3
年
に
は
第
1
位
を
受

賞
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
2
0
1
4
年
2
月
に
ス
イ
ス

で
行
わ
れ
た
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
国
際

バ
レ
エ
コ
ン
ク
ー
ル
で
フ
ァ
イ

ナ
リ
ス
ト
に
な
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
初
め
て
海
外
の
大
会

に
出
場
し
、
世
界
各
国
か
ら
選

手
が
集
ま
る
大
会
だ
っ
た
の
で
、

と
て
も
視
野
が
広
が
り
ま
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
期
間
中
に
は
、
外

国
人
の
コ
ー
チ
か
ら
出
場
者
の

人
た
ち
と
一
緒
に
指
導
を
受
け

る
機
会
が
あ
り
、
良
い
刺
激
を

受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー

ル
で
も
、
緊
張
せ

ず
に
楽
し
ん
で
出

ら
れ
た
こ
と
が
良

い
結
果
に
繋
が
っ

た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
昔
か
ら
そ
う

な
の
で
す
が
、
周

り
の
人
た
ち
は
気

に
な
ら
な
い
ん
で

す
。
な
の
で
、
自

分
の
演
技
に
集
中
で
き
る
こ
と

が
、
私
の
強
み
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
国
際
バ
レ
エ
コ

ン
ク
ー
ル
に
出
場
し
た
事
が

き
っ
か
け
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
と
ド
イ
ツ
の
バ
レ
エ
ス
ク
ー

ル
か
ら
留
学
の
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
私
の
夢
は
、
イ
ギ

リ
ス
の
バ
レ
エ
団
に
入
り
、
プ

ロ
の
バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
に
な
る

こ
と
な
の
で
、
英
語
圏
で
あ
る

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
バ
レ
エ
ス

ク
ー
ル
に
留
学
先
を
決
め
、
4
月

末
か
ら
1
年
間
頑
張
っ
て
き
ま

す
。
私
は
、
常
に
謙
虚
で
い
る
こ

と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
留
学

先
で
も
、
謙
虚
さ
を
忘
れ
ず
技
術

を
磨
き
、
夢
を
実
現
で
き
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
応
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「夢はイギリスのバレエ団」
ローザンヌ国際バレエコンクール

ファイナリスト

渡邊　綾さん(見晴町)

バ
レ
エ
は
楽
し
い

ロ
ー
ザ
ン
ヌ
国
際

バ
レ
エ
コ
ン
ク
ー
ル
で

フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
に

夢
に
向
か
っ
て

海
外
で
技
術
を
磨
く

熊谷市役所　3048-524-1111
妻沼庁舎・妻沼行政センター　3048-588-1321

大里庁舎・大里行政センター　30493-39-0311
江南庁舎・江南行政センター　3048-536-1521 熊谷市役所 検 索

熊谷市ホームページ
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か   しん

まつ

は   とう

はん うき    ぼ 

はっ   ぴ   ぞう

ほこ

かぎ さん   さ　げき

へび  がみ

わた　なべ　　　　あや

　3月25日～29日、第20回選抜
高校女子サッカー大会「めぬま
カップ」in熊谷が熊谷スポーツ
文化公園等で開催されました。
地元熊谷からは県立熊谷女子高
等学校が出場。精一杯のプレー
を披露しました。

若さあふれるプレーで
ゴールを狙う！

若さあふれるプレーで
ゴールを狙う！

5月号
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・・・豊かな自然に舞う光 ホタルを見に行こう

臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金

P 2
P4
P29

・・・・・・・・・・
・・・

第２次熊谷市行政改革大綱の概要
健全で効率的な行財政運営を推進します



ホタルの光を特殊な方法で撮影したものです
6/14に開催予定のこうなんホタル祭り
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豊
か
な
自
然
に
舞
う
光

　
ホ
タ
ル
は
良
好
な
自
然
環
境
の
中
で
し
か
生
息
で
き
な
い

貴
重
な
生
き
物
で
す
。わ
ず
か
な
期
間
だ
け
の
幻
想
的
な
光
。

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
環
境
政
策
課（
江
南
庁
舎
） 
3
0
4
8-

5
3
6-

1
5
4
7

　これからホタル鑑賞のシーズンがやっ
てきます。ぜひ、実際に舞うホタルの光
を見に来てください。きっとこれは保護し
ていかなければいけないと思うはずです。
自然を守り、ホタルを守る大切さを感じ
てもらえたらありがたいですね。平成21
年から続く「こうなんホタル祭り」は、ホ

タルの光を地域の人だけではなく、広く皆さんにも公開して見てもらお
う、そしてホタルを守るという気持ちを持ってもらおうと始まりました。
「熊谷市ほたるを保護する会」は平成24年に設立されました。多くの方
がホタル鑑賞に訪れるようになり、一時ホタルの数が減少してしまいま
したが、パトロールや水路の清掃、啓発活動などをより一層強化した
こともあり、現在では生息数は再び持ち直し、年々増加傾向にあります。
個人の活動では限界がありますが、これまで住民の皆様はじめ関係団
体の組織的な活動が実を結んだのかなと嬉しくなりますね。これからも
パネル展示やボランティアガイド講習の募集など様々な活動を行ってい
きますので、ぜひ多くの人に興味を持ってもらえたらと思います。

　
か
つ
て
市
内
で
は
、
あ
ち
こ
ち
の

水
路
で
ホ
タ
ル
の
発
生
が
見
ら
れ
ま

し
た
が
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
見
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
高
度
経
済
成
長
期
に
入
り
、
生

活
様
式
の
変
化
に
よ
る
水
質
汚
濁

や
土
地
改
良
事
業
等
に
よ
る
生
産

基
盤
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
た
め
、

ホ
タ
ル
や
水
辺
生
物
が
生
息
し
に

く
い
環
境
へ
と
変
わ
っ
た
こ
と
が

原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
合
併
前
の
江
南
町

で
は
、
昭
和
58
年
か
ら
農
村
総
合

整
備
モ
デ
ル
事
業
を
は
じ
め
と
す

る
国
・
県
の
補
助
事
業
に
よ
り
、

農
業
集
落
排
水
事
業
に
取
り
組
み

ま
す
。
こ
の
事
業
に
よ
り
、
水
路
等

へ
の
家
庭
雑
排
水
の
流
入
が
な
く

な
り
、
水
質
が
良
好
な
状
態
へ
と

戻
り
、
再
び
ホ
タ
ル
の
発
生
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
7
年
頃
に
は
、
樋
春
北
区

に
お
い
て
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が
大

量
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ホ
タ

ル
を
守
ろ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま

り
監
視
活
動
等
の
保
護
活
動
が
始

ま
り
ま
す
。
そ
の
後
、
平
成
10
年

に
は
県
内
唯
一
の
﹁
江
南
町
ホ
タ

ル
の
保
護
に
関
す
る
条
例
﹂︵
現

﹁
熊
谷
市
ホ
タ
ル
の
保
護
に
関
す

る
条
例
﹂︶
を
制
定
。
河
川
等
の
自

然
環
境
の
保
全
や
、
環
境
保
全
意

識
を
高
め
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と

し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

板
橋
区
立
エ
コ
ポ
リ
ス
セ
ン
タ
ー

ホ
タ
ル
飼
育
施
設
の
協
力
に
よ

り
、
ホ
タ
ル
の
幼
虫
を
江
南
地
域

の
水
路
に
放
流
す
る
な
ど
し
、
定

着
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成

24
年
に
は
﹁
熊
谷
市
ほ
た
る
を
保

護
す
る
会
﹂
が
設
立
さ
れ
、
ホ
タ

ル
生
息
地
で
の
採
取
防
止
パ
ト

ロ
ー
ル
や
川
の
清
掃
な
ど
が
行
わ

れ
、
保
護
・
啓
発
活
動
等
が
一
層

強
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
取
組
み
の
も
と
に
、

失
い
か
け
た
光
は
取
り
戻
さ
れ
、

再
び
幻
想
的
に
舞
う
姿
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

失
い
か
け
た
光
を
再
び

　
6
月
頃
、
水
辺
の
コ
ケ
な
ど
に

産
卵
し
ま
す
。
１
か
月
で
ふ
化
し

た
ホ
タ
ル
の
幼
虫
は
、
す
ぐ
に
水

中
に
入
っ
て
生
活
を
始
め
ま
す
。

8
〜
9
か
月
間
水
中
で
生
活
し
、

カ
ワ
ニ
ナ
︵
巻
貝
の
一
種
︶
を
食

べ
て
育
ち
ま
す
。
3
〜
4
月
頃
、

6
ま
た
は
7
回
目
の
脱
皮
を
し
て

2
・
5
㎝
程
の
大
き
さ
に
な
っ
た

幼
虫
は
小
雨
の
夜
に
淡
い
光
を
放

ち
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
川
か
ら
岸

へ
と
上
が
り
、
柔
ら
か
い
土
の
く

ぼ
み
や
草
の
根
元
の
穴
を
見
つ
け

て
も
ぐ
り
ま
す
。
5
月
中
旬
頃
穴

の
中
で
最
後
の
脱
皮
を
し
て
さ
な

ぎ
に
な
り
、
そ
の
後
、
約
2
週
間

で
成
虫
に
な
っ
た
ホ
タ
ル
は
、
地

上
に
出
て
き
て
、
美
し
い
光
を
見

せ
て
く
れ
ま
す
。

　
ホ
タ
ル
は
月
明
か
り
の
な
い
暗

い
夜
、
気
温
が
高
く
、
風
の
な
い

日
に
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
発
光
は

日
没
後
に
始
ま
り
、
21
時
頃
が

ピ
ー
ク
と
な
り
ま
す
。

ホ
タ
ル
の一生

Interview
「熊谷市ほたるを保護する会」の事務局の皆さん
杉田義勝さん（左）、小柴　清さん（中央）、岡部幸夫さん（右）

千代保護重点区域ではゲンジホタル

別府沼公園ホタルの沢ではヘイケボタル
（熊谷衛生センター南）

　市では、「熊谷市ホタルの保護に関する条例」に基
づき、ホタルが生息する水路を保護重点区域に指定
しています。これらの水路では5月下旬から6月中旬
にかけて、ゲンジボタル
が舞う姿が見られます。
また毎年6月には、江南
総合文化会館「ピピア」駐
車場でこうなんホタル祭
りが開催されます。

　6月中旬～7月
下旬にかけて飼
育されたヘイケ
ボタルが見られ
ます。また、毎
年6月には公園内
でホタルまつり
が開催されます。

・住宅地が近いため、路上駐車やごみのポイ捨て、大
声で騒ぐなどの行為は絶対にやめる。
・ホタルは光を嫌いますので、ライトや車の照明を当
てない。
・鑑賞する場合、事故等には十分注意する。
・車利用の場合は、江南庁舎駐車場へ。
・ホタルの捕獲は条例で禁止されています。

　里山の小川を飛び交うホタルの光を楽しみませんか。くつろぎのひとときをお過ごしいただ
けます。熊谷ならではの体験メニューや、癒やしの温泉、優雅なホテルディナーなど盛りだく
さんのツアーです。
とき　６月７日（土）、１４日（土）　ところ　熊谷駅南口ロータリー14時集合　定員　各日40人（先着順）
費用　大人3,900円、小人2,9００円（小学生以下、食事は子どもメニュー）
申込み　５月１日（木）～22日（木）までに電話でＪＴＢ関東法人営業熊谷支店（3048-523-5514）まで
◆商業観光課　3内線３１２

マナーを守ってホタル鑑賞

ここで鑑賞できます!

ホタル鑑賞に行こう！～幻想的な光の体験～ツアーも開催！

●
江南
図書館

●

●

江南
文化財
センター

江南行政
センター

●
江南総合
文化会館
「ピピア」

P
保護重点区域

千代保護重点区域 ホ
タ
ル
を
見
に
行
こ
う



重点項目 計画項目 取組内容
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少
子
高
齢
社
会
の
進
行
に
よ
る

人
口
減
少
時
代
の
到
来
、
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
に
伴
う
行
政
需
要

の
拡
大
、
行
政
に
対
す
る
市
民

ニ
ー
ズ
の
高
度
化
・
多
様
化
に
よ

り
行
政
の
果
た
す
役
割
は
一
層
重

要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
方
分
権
の
進
展
に
よ
り
、
地

方
は
自
ら
の
責
任
と
判
断
に
お
い

て
行
政
運
営
を
行
う
こ
と
が
、
今

ま
で
以
上
に
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
厳
し

い
財
政
状
況
で
あ
っ
て
も
、
市
民

の
視
点
に
立
っ
た
公
共
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
く
た
め
、
簡
素
で
、

よ
り
効
率
的
・
効
果
的
な
行
財
政

運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
行
政

改
革
を
推
進
し
、
事
務
事
業
の
見

直
し
、
民
間
委
託
の
推
進
、
職
員

数
の
見
直
し
等
の
取
組
み
に
よ
り

一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
市
税
収
入
は
、
緩

や
か
な
景
気
回
復
に
よ
り
、
徐
々

に
持
ち
直
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
、

依
然
と
し
て
伸
び
悩
ん
で
お
り
、

老
朽
化
す
る
公
共
施
設
、
増
大
す

る
社
会
保
障
関
係
経
費
、
社
会
情

勢
の
変
化
に
伴
う
新
た
な
行
政
課

題
等
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
限
ら
れ
た
経
営
資
源
を
有
効

に
活
用
し
、
従
来
に
も
増
し
て
効

率
的
な
行
財
政
運
営
を
推
進
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
職
員
一

人
ひ
と
り
が
ス
ピ
ー
ド
意
識
と

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
っ
て
、
引
き

続
き
行
政
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

第
２
次
熊
谷
市
行
政
改
革
大
綱
の
概
要

第
２
次
熊
谷
市
行
政
改
革
大
綱
の
概
要

　
市
で
は
、
行
政
改
革
を
推
進
す
る
指
針
と
し
て
、
平
成
25
年
度
か
ら
平

成
29
年
度
を
計
画
期
間
と
す
る
新
た
な
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
新
大
綱
で
は
、「
効
率
的
・
効
果
的
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
」「
効
率

的
な
行
政
運
営
の
推
進
」「
自
立
性
の
高
い
財
政
運
営
の
推
進
」の
３
つ
の

改
革
目
標
を
掲
げ
、そ
の
実
現
の
た
め
、12
の
重
点
項
目
、28
の
計
画
項
目
、

46
の
具
体
的
な
取
組
み
を
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
行
政
改
革
推
進
室
　
3
内
線
２
１
６

行
政
改
革
の
必
要
性

健
全
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
推
進
し
ま
す

用
語
の
説
明

※
1
　
一
つ
の
窓
口
で
、
必

要
と
す
る
一
定
の
行
政
手
続

き
が
完
了
す
る
よ
う
に
サ
ー

ビ
ス
の
一
元
化
を
図
る
こ
と
。

※
2
　
情
報
通
信
技
術
の
こ

と
。
一
般
的
に
I
T
よ
り
も

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
﹁
通

信
﹂
を
強
調
す
る
場
合
に
用

い
ら
れ
る
。

※
3
　
機
械
判
読
に
適
し
た

デ
ー
タ
形
式
で
、
二
次
利
用

が
可
能
な
形
で
公
開
さ
れ
た

公
共
デ
ー
タ
の
こ
と
。

※
4
　
G
I
S︵
デ
ジ
タ
ル
化

さ
れ
た
地
図
︿
地
形
﹀
デ
ー
タ

と
、
位
置
に
関
連
し
た
デ
ー

タ
を
結
び
つ
け
た
情
報
シ
ス

テ
ム
の
こ
と
。︶
を
組
織
で
共

有
で
き
る
デ
ー
タ
と
し
て
一

元
的
に
整
備
・
管
理
し
、
組

織
内
で
横
断
的
な
利
用
を
可

能
と
す
る
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
。

※
5
　
各
部
署
で
管
理
し
て

い
た
公
共
施
設
を
一
元
的
に

把
握
し
て
、
将
来
の
費
用
負

担
を
推
計
し
、
そ
の
う
え
で
、

老
朽
化
し
た
施
設
を
統
廃
合

し
、
余
剰
施
設
の
複
合
的
な

活
用
な
ど
を
行
い
、
一
定
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
つ

つ
、
長
期
的
な
財
政
支
出
の

削
減
を
図
る
取
組
み
の
こ
と
。

※
第
２
次
熊
谷
市
行
政
改
革

大
綱
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
市

役
所
１
階
の
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
、
大
里
・
妻
沼
・
江
南

各
行
政
セ
ン
タ
ー
の
総
務
税

務
課
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

熊谷市行政改革推進委員
会の藤間会長から答申書
を受け取る富岡市長

改革目標１　効率的・効果的な公共サービスの推進

事務事業の見直し

重複施設の見直し

事務事業の
重点化と見直し

窓口サービスの
効率化

民間活力の活用

市民との協働

重点項目 計画項目 取組内容

住民票等のコンビニ交付

ワンストップサービス※1の導入

休日開庁業務の見直し
指定管理者制度の活用
事務事業の委託化の推進

地元企業・NPOとの連携

市民参画の推進

市民との情報共有化

改革目標２　効率的な行政運営の推進

改革目標３　自立性の高い財政運営の推進

・効率的・効果的な組織・機構の構築
・行政センターの組織・機構の見直し
・熊谷市人材育成基本方針に基づく職員の意識改革と能力開発
・eLTAX（エルタックス）の活用などによる電子自治体業務の推進
・オープンデータ※3化の推進
・統合型GIS※4の構築に向けたデータの整備・統合
・職員数を1,346人に減員（消防を除き1,100人とする）
・時間外勤務時間数の抑制
・特殊勤務手当の廃止を含めた支給基準の見直し
・国の支給基準と異なるその他手当の支給基準の見直し
・能力・職責・実績を反映できる給与制度の構築

・計画期間を通じて、市債の発行額を元金償還額以下に抑え、
 市債残高を縮減
・サンセット方式による見直し
 （補助金：3年、交付金・負担金：5年の終期設定）

市債残高（普通会計）の縮減

補助金等の適正化

第三セクター等の見直し
電気料金の節減
公共工事コスト構造の改善

収納対策

使用料・手数料の適正化

市有財産の有効活用

企業誘致の推進
広告料収入の拡大
水道事業の経営健全化
下水道事業の経営健全化

公共施設アセットマネジメント計画の策定

簡素で効率的な組織・機構の構築
人材育成の推進

ＩＣＴを活用した業務改革

定員管理の推進

給与制度等の見直し

組織・機構の
見直し
人材育成の推進

ＩＣＴ※2化の推進

定員管理および
給与制度等の
見直し

重点項目 計画項目 取組内容

・財政的支援、人的支援の見直し
・特定規模電気事業者からの電力受給
・熊谷市公共事業コスト改善プログラムに基づくコスト構造の改善
・納税率94％以上を目標
・口座振替およびコンビニ納付を促進し、合わせて75％以上の納付率を目標
・効果的な滞納処分の推進
・税外債権の収入未済額の確保
・最終見直しから5年経過の使用料・手数料の見直し
・未利用の普通財産（土地）の積極的な売払・貸付の推進
・機能のない道水路の積極的な売払の推進
・行政財産の余剰スペースの積極的な貸付の推進
・太陽光発電事業者への市有施設の屋根貸し・土地貸しの実施
・5年間で20社以上の企業立地の実施
・市有財産等を活用した有料広告事業の推進
・浄配水場17施設を15施設に統廃合
・企業債残高を毎年2億円ずつ削減
・地方公営企業会計導入に向けての取組み

・基本計画の策定

歳出の抑制・
合理化

自主財源の
確保

公営企業の
経営健全化

公共施設アセット
マネジメント※5の推進

・行政評価システムによる事務事業の重
点化および見直し
・職員提案制度による事務事業の改善
・施設の統廃合や転用を含めた見直し
・コンビニでの住民票等各種証明書の発行
・住民異動に伴う手続き等のワンストッ
プサービスの導入
・開庁場所や取扱業務の見直し
・18施設について指定管理者制度の導入検討
・事務事業の委託化の推進
・活動主体に対する支援
・協働事業提案制度に対する職員の意識改革
・協働事業提案制度による毎年度6件の事業化
・地域における総合的な組織としての校
区連絡会の育成支援
・市民満足度調査の実施
・市報、ホームページ等、多様な媒体に
よる広報の充実
・市政宅配講座の充実

『
自
転
車
安
全
利
用
五
則
』

○
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩

道
は
例
外

○
車
道
は
左
側
を
通
行

○
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道

寄
り
を
徐
行

○
安
全
ル
ー
ル
を
守
る
　
飲
酒
運

転
・
二
人
乗
り
・
並
進
の
禁
止
、

夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
、
交
差
点

で
の
信
号
遵
守
と
一
時
停
止
・
安

全
確
認

○
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

こ
ん
な
場
合
は
歩
道
を
通
行
で
き
ま
す
。

　
自
転
車
は
車
道
を
通
行
す
る
の

が
原
則
で
す
が
、
例
外
と
し
て
次

の
よ
う
な
場
合
に
は
歩
道
を
通
行

で
き
ま
す
。

○﹁
歩
道
通
行
可
﹂

の
標
識
や
道
路
標

示
が
あ
る
場
合

○
13
歳
未
満
の
子

ど
も
、
70
歳
以
上

の
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
が
運
転

す
る
場
合

○
駐
車
車
両
が
あ
る
、
車
道
が
狭

い
、
交
通
量
が
多
い
な
ど
、
安
全

確
保
の
た
め
に
歩
道
を
通
行
す
る

こ
と
が
や
む
を
得
な
い
場
合

◆
安
心
安
全
課
　
3
内
線
３
３
４

　
﹁
幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車
﹂を
購

入
し
た
方
を
対
象
に
、購
入
費
の
半
額

︵
上
限
３
万
円
︶を
補
助
し
ま
す
。

対
象
　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
購
入
日
お
よ
び
申
請
日
に
お
い

て
、
市
内
に
住
所
を
有
し
、
６
歳
未

満
の
幼
児
２
人
以
上
が
同
一
世
帯

に
属
し
て
い
る
。

②
本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
の
方
が

市
税
︵
国
民
健
康
保
険
税
含
む
︶、
保

育
料
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
。

対
象
自
転
車
　
次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
す
も
の

①
幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車
安
全

基
準︵
B
A
A
︶適
合

②
安
全
基
準︵
Ｓ
Ｇ
︶適
合
の
２
席
の
専
用

の
幼
児
用
座
席
が
装
着
さ
れ
て
い
る
。

③
平
成
24
年
４
月
１
日
以
後
に
購
入

︵
中
古
品
お
よ
び
転
売
品
を
除
く
︶

申
請
期
間
　
平
成
27
年
３
月
31
日

︵
火
︶ま
で

申
請
方
法
　
申
請
書
に
領
収
書
原
本

︵
内
訳
、購
入
者
名
、購
入
日
、購
入
店
名
、

購
入
品
型
番
等
の
記
載
が
あ
る
も
の
︶、

保
証
書
な
ど︵
安
全
基
準
適
合
と
わ
か

る
も
の
︶の
写
し
を
添
え
て
左
記
へ
。

※
１
世
帯
に
つ
き
申
請
１
回
、
台
数

１
台
ま
で
で
す
。

※
申
請
書
は
、こ
ど
も
課
ま
た
は
各
行

政
セ
ン
タ
ー
福
祉
担
当
課
に
あ
り
ま

す
が
、受
付
は
こ
ど
も
課
の
み
で
す
。

◆
こ
ど
も
課
　
3
内
線
２
９
２

自
転
車
は
車
両
の
仲
間
で
す

基
本
ル
ー
ル「
自
転
車 

安
全

利
用
五
則
」を
守
り
ま
し
ょ
う

子
育
て
応
援
自
転
車

お
で
か
け
事
業



　
重
点
整
備
地
区︵
旅
客
施
設
や
、

高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
が
利
用
す

る
施
設
が
集
ま
っ
た
地
区
︶
に
お

い
て
、
公
共
交
通
機
関
、
建
築
物
、

道
路
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

重
点
的
か
つ
一
体
的
に
推
進
す
る

た
め
の
構
想
で
す
。

　
だ
れ
も
が
利
用
し
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
は
、
多
様
な
人
々
が
社
会

活
動
に
参
加
す
る
た
め
の
基
盤
で

あ
り
、
ま
ち
の
魅
力
を
高
め
る
要

素
の
１
つ
で
す
。
本
市
の
将
来
都

市
像
を
示
し
た
熊
谷
市
総
合
振
興

計
画
後
期
基
本
計
画
で
は
、
人
に

や
さ
し
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

　
公
共
交
通
機
関
や
商
業
施
設
、

金
融
機
関
、
公
共
施
設
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
都
市
機
能
が
集
積
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
熊
谷
駅
周
辺
を

重
点
整
備
地
区
に
設
定
し
、
地
区

内
各
施
設
の
取
組
み
を
、
具
体
的

に
基
本
構
想
に
盛
り
込
み
ま
し

た
。
重
点
整
備
地
区
以
外
の
全
市

的
な
取
組
み
に
つ
い
て
も
、
基
本

構
想
を
指
針
と
し
て
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
す
る

た
め
に
は
、
施
設
の
整
備
と
と
も

に
、
多
様
な
人
々
の
存
在
を
互
い

に
理
解
し
あ
い
、
支
え
あ
う
心
を

育
む
﹁
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
﹂
に
関

す
る
取
組
み
が
不
可
欠
で
す
。
基

本
構
想
で
は
小
中
学
校
で
の
学
習

機
会
の
充
実
な
ど
を
通
じ
て
、
心
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
普
及
啓
発
に
取

り
組
む
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
都
市
計
画
課︵
大
里
庁
舎
︶

3
0
4
9
3
‐
３
９
‐
４
８
１
４

バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
と
は
…

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

ま
ち
づ
く
り
は
な
ぜ
必
要
？

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て

知
っ
て
い
ま
す
か
？

身
近
な
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

【基本理念】

目 標
心つながる人にやさしいまち　熊谷

だ
れ
も
が
笑
顔
で

迎
え
い
れ
る
ま
ち（
心
）

だ
れ
も
が
自
由
に
利
用

し
や
す
い
ま
ち（
利
用
）

だ
れ
も
が
楽
し
く

行
き
交
う
ま
ち（
移
動
）

重点整備地区内のバリアフリー化を進めます

公共交通
特定事業

道路
特定事業

交通安全
特定事業

建築物
特定事業

都市公園
特定事業

重点整備地区

公共交通特定事業を設定した施設 　

建築物特定事業を設定した施設

生活関連経路

　道路

　連絡歩道橋

　駅前広場

生活関連施設相互間の
経路等を設定しています。

都市公園特定事業を設定した施設

駅ホームへの内方線敷設、ノン
ステップバス車両の導入拡大

歩行者と自転車の分離、視覚障
害者用誘導ブロックの維持改修

違法駐車の取締り、音響式信号
機等の改良

公園内の案内の充
実、水飲み場周辺
の床面の改善

敷地内および施設
内の段差解消、施
設内の案内の充実

バリアフリー法に基づく基本構想に

定める地区で、バリアフリー化のた

めに事業を重点的かつ一体的に推進

すべき地区の範囲です。

高齢者、障害者等が日常生活または

社会生活において利用する旅客施

設、官公庁施設、福祉施設、その他の

施設等を設定しています。

生活関連施設
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　４月５日、大里生涯学習センター「あすねっと」において、平成２６年度熊谷市表彰式を挙行し、本市の
文化の興隆、福祉の増進、産業の発展または自治の振興にご貢献された４名の方を、熊谷市表彰条例によ
り表彰いたしました。また、市政進展に尽くされた８０名の方 を々熊谷市表彰規則により表彰いたしました。

◆秘書課　3内線２０４

　松沢嶽氏は、昭和15年の弓道初
段取得以来、弓道一筋に情熱を注ぎ、

平成3年に日本弓道界の最高位である範士八段を授与
され、選手として、また指導者として弓道の普及、
発展に大きく貢献されました。この間、国体に6回出
場し埼玉県総合優勝の一翼を担い、熊谷市弓道界の
名声を全国に知らしめました。同時に氏は、熊谷市
弓道連盟の設立に尽力し、昭和30年設立と同時に理
事に就任、その後、会長、名誉会長等の要職を歴任
するとともに、熊谷市体育協会の役員として熊谷市
の社会体育推進に貢献されました。また、埼玉県弓
道連盟の会長として、県下全域の弓道の普及、発展
に尽力されました。さらに、昭和43年に「市民弓道
教室」を開設したほか、ジュニア育成の一環として
市内高校生の指導の第一線に立ち、体力向上、健康
増進と併せ青少年の人間育成に尽くされました。こ
のように、弓道という日本古来の武道の伝承、発展
に取り組み、本市における社会体育の振興、充実に
寄与された功績は、誠に顕著です。

松沢　嶽 氏
（89歳　本石在住）

まつ　 ざわ　　　たけし

　門倉彌平氏は、平成4年に保護司
に就任し、罪を犯した人や非行のあ

る少年の改善更生のため、生活再建に向けた指導等
に尽力され、犯罪予防の啓発と地域社会の安全及び
市民福祉の増進に大きく貢献されました。こうした
氏の熱心な保護司活動と温厚篤実な人柄により、平
成22年には熊谷地区保護司会副会長を経て会長に就
任し、さらに埼玉県保護司会連合会理事、常務理事
と要職を歴任し、平成25年からは副会長として卓越
した指導力や統率力を発揮し、県及び熊谷地区の保
護司会の円滑な運営に多大な貢献をされました。さ
らに、平成24年12月には保護司の活動拠点として、
県内自治体では2番目となる更生保護サポートセン
ターを市役所本庁舎内に設置し、自ら企画調整保護
司として常駐し、保護司活動の企画・立案や情報発
信にその指導的役割を担うほか、地域における関係
機関・団体及び地域住民との連携を図るなど、犯罪
のないまちづくりを通した本市の発展と市民福祉の
向上に寄与された功績は誠に顕著です。

　滝沢寧和氏は、昭和63年に熊谷
商工会議所議員に就任し、平成13年

から常議員として組織の拡大や事業運営に尽力され、
地域経済団体の振興・発展に大きく貢献されました。
この間、小売商業部会長や企画政策室委員等を歴任
し、「熊谷の日本一」創造運動を推進されたほか、県
内初となる「街なかゼミナール」や産学官の連携推
進のもと定期的なフォーラムを開催し、地域活性化
の牽引役として精力的に活動されました。また、熊
谷市商店街連合会では昭和63年から常任理事、専務
理事等の要職を歴任し商店街の振興と地域活性化に
寄与されました。現在、11月の風物詩として定着し
た一大イベントの「オ・ドーレなおざね」は、平成
13年に氏の強力なリーダーシップのもと実現されま
した。さらに、平成21年からは会長として、熊谷え
びす大商業祭の拡充や、熊谷市プレミアム付き商品
券発行、熊谷市Ｂ級グルメ大会の実施など、様々な
事業に献身的に関わり、本市の発展と産業の振興に
寄与された功績は誠に顕著です。

　芝﨑光利氏は、昭和33年に本市
に奉職し、平成17年に収入役を退任

するまでの47年余、地方自治の振興と市政の発展に
大きく貢献されました。この間、現在の熊谷スポー
ツ文化公園となる県営公園の誘致に尽力するととも
に、総務部長及び企画部長等の要職を歴任し、阪神
淡路大震災被災地救援の指揮、熊谷市総合振興計画
の策定、市内循環バスの導入等、適切な判断力と実
行力をもって市政運営の中心となり、その力量を発
揮されました。平成10年に収入役に任命され、健全
な財政運営により市長を補佐し、資金の安全かつ効
率的運用に尽力されました。平成17年の新熊谷市の
誕生にあたり、財産管理や新たな会計システムの構
築等多くの課題解決に力を注いだほか、関東及び県
の都市収入役会副会長等の要職も歴任し、広域行政
の進展に多大な貢献をされました。また、熊谷市選
挙管理委員会委員長として、選挙の普及と公正かつ
効率的な執行に尽くされ、本市の発展と地方自治の
振興に寄与された功績は誠に顕著です。

門倉 彌平 氏
（76歳　中奈良在住）

かど   くら　     や 　へい

滝沢 寧和 氏
（68歳　本石在住）

たき    ざわ　  やす   かず

芝﨑 光利 氏
（75歳　上川上在住）

しば   さき　   てる　とし

文化功労表彰 福祉功労表彰

産業功労表彰 自治功労表彰

条例に基づく被表彰者のご紹介条例に基づく被表彰者のご紹介
熊
谷
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
し
た
！

こう  りゅう

とく  じつ

市政ワイド 市政ワイド●大里庁舎・大里行政センター30493-39-0311　　●熊谷市役所 3048-524-1111●江南庁舎・江南行政センター3048-536-1521　　●妻沼庁舎・妻沼行政センター 3048-588-1321



8市報くまがや　平成26年（2014）5月9 市報くまがや　平成26年（2014）5月

「
第
65
回
熊
谷
花
火
大
会
」

提
供
者
募
集

申
込
受
付
期
間

　
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火

　
・
企
業
広
告
花
火

　
5
月
7
日︵
水
︶〜
6
月
4
日︵
水
︶

※
応
募
状
況
に
よ
り
、
打
上
前
の
放

送
方
法
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◆
熊
谷
市
観
光
協
会
︵
商
業
観
光
課
内
︶

3
内
線
3
1
3

種 

類

価 

格

内 

容

7
号
玉
2
4
0
0
0
円

3
7
0
0
0
円

5
2
0
0
0
円

5
2
0
0
0
円

8
号
玉

10
号
玉

ス
タ
ー

マ
イ
ン

10
号
玉

ス
タ
ー

マ
イ
ン

26
万
円
〜

26
万
円
〜

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
掲
載

し
、
打
上
げ
前
に

そ
の
内
容
を
放
送

し
ま
す
。

企
業
広
告
を
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
掲
載

し
、
宣
伝
文
を
打

上
げ
前
に
放
送
し

ま
す
。

　
４
月
18
日
か
ら
ゆ
う
ゆ
う
バ
ス
の
３
台
が
新
し
い
車
両
に

な
り
ま
し
た
。
バ
ス
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
は
募
集
し
た
イ
ラ
ス
ト
を

基
に
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。     

◆
企
画
課　
3
内
線
２
２
８

主に、その小学校区に在住・在勤・在学の方、
または学区内保育所、幼稚園、児童館等利
用者の保護者の方
各回40人程度
申込みの際にお申し付けください。　　
電話またはFAX、市ホームページの「市長
の部屋」から申し込むことができます。住
所・氏名・電話番号を明記し、開催1週間前
までに下記へ。
◆政策調査課3内線368　6048-525-9222

対　　象

手話通訳 
申 込 み

定　　員
第3回 第4回

対　象 吉見小学校区

大里コミュニティセンターホール（東棟）

5月24日（土）
9:30～11:30

市田小学校区

大里コミュニティセンターホール（東棟）

5月24日（土）
14:00～16:00と　き

ところ
テーマ（1）

テーマ（2）

地域の魅力を生かした
まちづくり
子どもが心豊かで健やかに
育つ教育環境づくり

地域の魅力を生かした
まちづくり
安全・安心な地域づくりに
ついて（主に防災）

　市長が市内各所に伺い、市民の皆さんのご意
見やアイデア等をいただき、今後の市政に反映さ
せるための懇談会です。皆さんのご参加をお待ち
しています。あなたと

市長の

市長と語ろう！

ハートフル
ミーティング

口
座
振
替
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
市
税
等
で
左
記
の
期
間
内
に
新

規
に
口
座
振
替
を
申
込
み
い
た
だ

い
た
方
に「
市
有
施
設
等
の
利
用

券（
5
0
0
円
相
当
）」を
差
し
上

げ
ま
す
。

期
間
　
5
月
9
日（
金
）〜
8
月
29

日（
金
）

税
目
等
　
市
・
県
民
税
、固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
、軽
自
動
車
税
、国

民
健
康
保
険
税
、下
水
道
受
益
者
負

担
金
、市
営
住
宅
使
用
料
、市
営
住

宅
駐
車
場
使
用
料
、保
育
料
、学
童

保
育
料
、農
業
集
落
排
水
使
用
料

口
座
振
替
の
手
続
き
　
①
納
付
書

②
預
貯
金
通
帳
　
③
印
鑑（
届
出

印
）を
お
持
ち
の
う
え
、金
融
機
関

の
窓
口
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
施
設
等
　
市
民
プ
ー

ル
、ア
ク
ア
ピ
ア
、プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

対
象
軽
自
動
車
　
平
成
25
年
4
月

2
日
〜
平
成
26
年
４
月
１
日
に
新

車
登
録
を
し
、平
成
26
年
度
熊
谷

市
軽
自
動
車
税
の
対
象
と
な
る
次

の
軽
自
動
車
。

※
自
動
車
販
売
業
者
等
が
有
す
る

販
売
用
自
動
車
は
除
き
ま
す
。
　

①
電
気
自
動
車

②
天
然
ガ
ス
自
動
車

③
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車

④
低
公
害
・
低
燃
費
車

「
平
成
17
年
排
出
ガ
ス
基
準
よ
り

75
％
以
上
低
減
車（
★
★
★
★
）」

の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
軽
自
動
車

ア
．
平
成
22
年
度
燃
費
基
準
25
％

向
上
達
成
車
以
上

イ
．
平
成
27
年
度
燃
費
基
準
達
成

車
以
上

対
象
者
　
対
象
軽
自
動
車
の
平
成

26
年
度
熊
谷
市
軽
自
動
車
税
を
完

納
し
た
納
税
義
務
者
で
、申
請
時

点
に
継
続
し
て
対
象
軽
自
動
車
を

所
有
ま
た
は
使
用
し
、市
税
等
の

滞
納
が
な
い
方
。　

補
助
金
額
　
対
象
軽
自
動
車
1

台
の
平
成
26
年
度
熊
谷
市
軽
自

動
車
税
納
付
済
額
。な
お
、対
象

者
一
人（
一
法
人
）に
つ
き
10
台

分
を
限
度
と
し
ま
す
。

公
的
年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し

（
特
別
徴
収
）と
は

　
公
的
年
金
等
に
対
し
て
市
・
県

民
税（
個
人
住
民
税
）が
課
税
さ
れ

る
方
を
対
象
に
、年
金
保
険
者
が
、

年
金
支
払
時
に
市
・
県
民
税
を
年

金
か
ら
差
し
引
い
て
納
入
す
る
制

度
で
、平
成
21
年
10
月
の
年
金
支

給
分
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

※
納
税
方
法
を
変
更
す
る
も
の
で

あ
り
、新
た
な
税
負
担
が
生
じ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
と
な
る
方

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。な

お
、対
象
と
な
る
方
に
は
、６
月
10

日（
火
）付
け
で
発
送
す
る「
平
成

26
年
度
市
民
税
・
県
民
税
納
税
通

知
書
」に
よ
り
、個
別
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

①
前
年
中
に
公
的
年
金
等
の
支
払

い
を
受
け
た
方

②
平
成
26
年
4
月
1
日
時
点
に
お

い
て
国
民
年
金
法
に
基
づ
く
老
齢

基
礎
年
金
等
の
支
払
い
を
受
け
て

い
る
65
歳
以
上
の
方

③
介
護
保
険
料
が
老
齢
基
礎
年
金

等
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
て
い
る
方

※ 

た
だ
し
、次
の
方
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

○
老
齢
基
礎
年
金
等
の
年
額
が
18

万
円
未
満
の
方

○
平
成
26
年
度
の
特
別
徴
収
税
額

が
老
齢
基
礎
年
金
等
の
年
額
を
超

え
る
方

対
象
額

　
公
的
年
金
等
の
所
得
に
係
る
所

得
割
額
お
よ
び
均
等
割
額
で
す
。

特
別
徴
収
が
中
止
さ
れ
る
場
合

　
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、引
き

落
と
し
が
中
止
さ
れ
、
残
り
の
税

額
に
つ
い
て
は
、
納
付
書
ま
た
は

口
座
振
替
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

○
納
税
義
務
の
あ
る
方
が
市
外
に

転
出
し
た
場
合

○
納
税
義
務
の
あ
る
方
が
死
亡
し
た
場
合

○
特
別
徴
収
さ
れ
る
税
額
に
変
更

が
あ
っ
た
場
合

○
介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収
さ
れ

な
く
な
っ
た
場
合

◆
市
民
税
課
　
3
内
線
２
４
４

区分
普通徴収

納付書または口座振替で
納める方法

６月

4月 8月６月 10月 12月 2月

8月 10月 12月 2月

特別徴収
年金から引き落として

納める方法

月
税額

区分
特別徴収

仮徴収 本徴収
月

税額

年税額の４分の１ずつ 年税額の６分の１ずつ

前年度２月と同じ額 残りの年税額の３分の１ずつ

納 税 方 法

②前年度特別徴収だった方の次年度以降の納め方

①特別徴収を開始する年度の納め方

公
的
年
金
か
ら
の
市・県
民
税
の
引
き
落
と
し（
特
別
徴
収
）

ゆ
う
ゆ
う
バ
ス
が

　
　
　
　
新
し
い
車
両
に
な
り
ま
し
た

　４月１日から、グライダー号、ムサシトミヨ号の路線の一部を変更し、ほたる号の停留所を２か所新
設（ピピア前、林眼科前）したことにより、時刻表の一部が変更となりました。お間違えのないようご
確認ください。
　なお、新しい時刻表は、市役所、各行政センター、熊谷・籠原駅連絡所、公民館、図書館などで
配布しています。

　300円で1日何回でも乗車できる1日乗車券を販売しています。バス車内で購入してください。

時刻の一部が変更しています。

1日乗車券を販売中

さくら号 グライダー号 ムサシトミヨ号

課題解決までのイメージ
まちの課題

まちの課題解決

①市の課題

提案 提案

②市民の課題
（地域の課題）

協働事業

◆
市
民
活
動
推
進
課

3
内
線
３
３
０
、４
７
５

市
民
協
働「
熊
谷
の
力
」

事
業
を
募
集
し
ま
す

ま
ち
の
課
題
を
、み
ん
な
で
解
決

①
と
②
の
方
法
で
提
案
を
募
り
、

事
業
化
を
目
指
し
ま
す
。

①
市
が
課
題
と
す
る
テ
ー
マ
に
、

市
民
活
動
団
体
か
ら
事
業
提
案
を

募
り
、
最
も
効
果
的
な
提
案
を
し

た
団
体
と
市
が
協
定
等
を
結
び
事

業
化
を
目
指
し
ま
す
。

②
市
民
活
動
団
体
か
ら
地
域
の
課

題
に
つ
い
て
自
由
な
テ
ー
マ
で
事

業
提
案
を
募
り
、①
と
同
様
に
事

業
化
を
目
指
し
ま
す
。

募
集
説
明
会

と
き
　
５
月
30
日
︵
金
︶︵
昼
の
部
︶

16
時
〜
17
時︵
夜
の
部
︶19
時
〜
20
時

と
こ
ろ
　
江
南
公
民
館
会
議
室
A

︵
江
南
総
合
文
化
会
館﹁
ピ
ピ
ア
﹂内
︶

※
募
集
要
項
は
、
説
明
会
の
後
、

市
民
活
動
推
進
課
、
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
、
各
行
政
セ
ン
タ
ー

に
置
き
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
す
。

　
4
月
1
日
か
ら
、引
き
続
き
嶋
野
正

史
氏
が
副
市
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

市
税
等
の
お
支
払
は
安
心
便
利
な
口
座
振
替
で

熊
谷
市
低
公
害・低
燃
費
軽
自
動
車
導
入
奨
励
事
業
補
助
金

申
請
方
法
　
対
象
軽
自
動
車
の
平

成
26
年
度
熊
谷
市
軽
自
動
車
税
を

納
付
後
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。　

①
期
間
　
6
月
2
日（
月
）〜
平
成

27
年
3
月
25
日（
水
）

※
交
付
額
が
予
算
額
に
達
し
次

第
、
受
付
を
終
了
し
ま
す
。
な
お
、

同
一
日
に
予
算
額
を
超
え
る
申
請

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
抽
選
を
実

施
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
提
出
先
　
環
境
政
策
課（
江
南

庁
舎
）（
郵
送
可
）

※
補
助
金
制
度
の
ご
案
内
お
よ
び

申
請
書
等
は
、
環
境
政
策
課
等
で

配
布
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
環
境
政
策
課（
江
南
庁
舎
）　

3
0
4
8-

5
3
6-

1
5
4
7

ム
、
市
内
循
環
バ

ス
、上
之
荘
、別
府

荘
、ひ
か
わ
荘
、江

南
荘
、健
康
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
、道
の
駅
め
ぬ
ま
、農

村
レ
ス
ト
ラ
ン
、な
ご
味
、市
営
本

町
駐
車
場

利
用
券
の
使
用
期
限
　
平
成
26
年

12
月
31
日（
水
）

◆
納
税
課
　
3
内
線
2
5
7

四輪乗用
自家用 営業用
7,200円 5,500円

四輪貨物
自家用 営業用
4,000円 3,000円

（参考）平成２６年度熊谷市軽自動車税額

審査・公開
プレゼンテーション

メッセージ花火企業広告花火
副
市
長
に
嶋
野
氏
が
再
任

開
催
日
時

　
8
月
9
日︵
土
︶19
時
〜
21
時

※
順
延
の
場
合
は

10

日
︵
日
︶・
16

日
︵
土
︶・
17
日

︵
日
︶
の
順
に
開

催
し
ま
す
。

あ
つ
い
ぞ
！
熊
谷

第
65
回
熊
谷
花
火
大
会
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